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1五胡時代の古鏡
小 山 満
1. 単于銘盤龍鏡 （図 1）
直径 14.3cm、五島美術館蔵
図 1 単于銘盤龍鏡  図 2 同左拡大














































③ 後趙･石虎（季龍）、在位 334-349 年、石勒が子に大単于を譲り激怒。首都鄴（河南省臨漳）（同
p.2761-2801）ほかに石弘（同 p.2754）石胤（同 p.2794）





したがって、前趙･劉淵（在位 304-310 年）が漢国を樹立し、劉曜が国号を趙に改める（319 年）までの
南匈奴･漢国の時期に、この鏡はあてはまるということになる。










この像の右は 4 頭立ての馬車で、馬は皆疾駆し、うち 3 頭は首を上げ、耳を立て、1 頭は振り返っている。車




                                                  
5 唐･房玄齢撰『晋書』巻 101-119,載記 1-19,中華書局 1974,9-10 冊 1974,上記本文のページ数はこの版による。
6 洛陽博物館 『洛陽出土銅鏡』 文物出版社 1988,図 4,説明 p.1


















                                                  
7 宋･王応麟『玉海』巻13 歴代年号, 江蘇古籍出版社･上海書店 1987,全 6 冊
8 拙稿「隷楷過渡期の分析」『創価大学教育学部論集』 8 号 創価大学教育学部 1980,p.123-145.
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9 三木太郎『古鏡銘文集成』新人物往来社,1998,p.236.富岡謙蔵『古鏡の研究』丸善 1920（臨川書店再販1974）p.81-2,図 11
10 富岡謙蔵『古鏡の研究』（上注）p.221,梅原末治『鑑鏡の研究』（上注3） p.206
11 拙稿「仏獣鏡に関する一、二の考察」『創立 15 周年記念論文集』創価大学 1985, p.654-665.「抱朴子」と神獣鏡」『創大アジ
ア研究』９号創価大学アジア研究所1988, p.73-106.
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             図 10 同上拡大図                            図 11 同拡大図       












   2）銘文
  周仲作鏡四夷服 多賀国家人民息 胡虜殄滅天下復 風雨時節五穀孰 長保二親得天力 傳告后世楽無亟
   秦有善銅出丹陽 和以銀錫清且明 巧工刻之誠文章
            




















を見出すことができる18（図 15，16）。この場合、節は増筆で図 13 鏡銘の無字上部と同等で、傷は上図 9 呉胡傷里
の傷と同じで欠筆があり、秦は 4 画が連続しないことで類似性がみえる。よって、この鏡の銘文は『広武将軍碑』
（368 年）と時代が近い可能性を示している。   
              





                       
        図 17 同上 12 拡大                          図 18 「葆」
                                                  
18 『広武将軍碑』（書跡名品叢刊126）二玄社 1969
19 富岡謙蔵『古鏡の研究』（上注2）p.219






                       
4. 建初 8 年神人龍虎画像鏡 （図 19）
  鏡径21.9cm大型 和気満堂蔵 №309
        





この鏡は岡村秀典氏により、後漢建初8 年（83 年）として紹介された23。しかし建初年号は、後漢76-83 年の
ほかに、後秦386-393年と、西涼の 405-416年があり、建初8年は後秦で393年、西涼では 412年となる。
  2）画像と傍題
                                                  
21 『古鏡－その神秘の力』川崎市市民ミュージアム 2015,p.42図Ⅱ-78
22 岸本泰緒子「建初八年銘画像鏡」同上p.104-105













であろう。   













これと上記後漢建初8年（西暦 83 年）としていた神人龍虎画像鏡（図 19）と比べると、図像に明らかな相違が
見られるので、両者を同一時期とすることはできないことがわかる。
図 23 永平 7（64）年獣帯鏡
【図版出典】
図1単于銘盤龍鏡 関野貞ほか『楽浪郡時代の遺跡』朝鮮総督府1925,図版№1307
図 2 同上拡大 保坂三郎『古代鏡文化の研究』Ⅰ中国古代, 雄山閣1956,図 111
図 3 「所」 汪仁寿編 『金石大字典』 天津古籍書店 1982
図4「単」伏見沖敬『角川書道字典』角川書店1975,p.173,14-4
図5「漢」広武将軍碑 『書跡名品叢刊』126,二玄社 1969








図12周仲作神人龍虎画像鏡 梅原末治『紹興古鏡聚英』 1939（同朋社出版再販1984） 図 25
図13 同上 12 拡大「秦有善」
図14 「秦」左草書 上掲 4 『角川書道字典』 p.749
図15 同上 12 拡大
図16 広武将軍碑 上掲 5 『書跡名品叢刊』
図17 同上拡大
図18 「葆」 『和泉市久保惣美術館蔵鏡目録』1985,図版 23
図19 建初 8 年神人龍虎画像鏡 『古鏡－その神秘の力』川崎市市民ミュージアム 2015,p.42図Ⅱ-78
図20王羲之「建」（右下）上掲 4 『角川書道字典』 p.336
図21同上図 19 拡大
図22熹平 3（189）年銘鏡 富岡謙蔵『古鏡の研究』図版30-1 丸善 1920（臨川書店再販1974）
図 23 永平 7 年（64年）獣帯鏡 梅原末治『漢三国六朝紀年鏡図説』桑名文星堂1943 図版 4
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The old mirrors of the five-Hu era
Mitsuru Koyama
1. Bronze mirror with design of dragons (figure 1)
Because of the letters of Zen-u and Han is inscribed in the mirror, the mirror was considered to be from the late 
Han (Dong-Han) dynasty. 
  However there has been few adjusted letters in the inscription. I also found both Zen-u and Han letters in the 
document of historical book Jin-shu. This therefore shows the mirror was not made in the late Han dynasty and
the mirror should be made in the times from 304 to 319A.D.
2. Bronze mirror dated 103 A.D. (figure6)
Till now this mirror was considered to be from the late Han dynasty, dated 103 A.D.
But there is another same name of the era dated 324 A.D. by Zhang-mao, the Qian-Liang dynasty. The letters 
used in this mirror were of regular script (kaisho) which is not used in the era of the late Han destiny. Therefore 
the possibilities of the date of the mirror will be dated 324 A.D.
3. Bronze mirror with design of dragons and tigers (figure 12)
This mirror is one of the mirrors excavated abundantly in Zhe-jiang Shao-xing China.
The inscribed letter Qin had the possibilities of being abbreviated. So, the mirror will be the era of the Qian-Qin 
dynasty (351-394A.D.).
4. Bronze mirror dated 83A.D. with design of dragons and tigers(figure 19)
This mirror is introduced as the mirror of the late Han dynasty 83A.D. 
However the inscribed letter Ken shows Semi-cursive script (gyosho,) which is an abbreviated form of traditional 
calligraphy. 
There are two other the same name of the era, the 393 (late Qin) and 412 (Western Liang) A.D. But because of
emigration this mirror should be considered 393 A.D.
